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以上のことからアスパラガスの施肥量は土襲条件に

もよるが,慣行施肥程度 (И
“

)の 多量た施 1巴の必要は

認められず,緩効性1巴料を使用して施 1巴量を 2分の 1

まで減量しても収■は ,1ま とんど低下がみられないの

で,10a当 りN-25(内緩効性半量),P205~20,X20
-15り でも十分であることがわかった。また,供試1議

lt有 効態 Pや Kが蓄積 してお り,こ のような場合は当

分これら要素の施与は差し控えてもよいと考えられる。

アスパラガス斑点性病害の発生経過と防除

中 野 武 夫 ・ 平 良 本 武

(岩手県園芸試験場 )

1ま え が き

アスパラガスの茎素に発生する斑点性の病害には ,

茎枯病 (PA・ πα●,Pc7α 夕
'),斑
点病 (Sι

`滉
Pんy′ iじお

あ′7yοθι鷹),禍斑病 (C,700′ P07α αθ″ rα′:)め
'知
ら

れている。本県では一般にこれらの病害が混在 して発

生してお り,早期落葉および茎の粘死は,根の貯蔵養
分を減らし,減収や品質低下の要因となっている。
アスパラガスの生育初期から発生が見られる茎枯病

および斑点病の発生経過,並びに両病原菌に対する農

薬の効果について調査 したので報告する。

2試 験 方 法

1 茎結病・斑点病の発生経過
(1)調査ほ場概要

△ 場所 園試場内は場
B 面積  lep
O 品種 メリーワシントン 3年生株
D 管理条件 無EE料 ,農薬無散布
(2)調査方法

▲ 調査区25株の全茎について,経時的に発病茎を
調査 した (第 1表 )。

D 調査区の発病茎 5本の病斑数の増加,お よび茎
粘病についてlt,病斑進展の大きさを調査 した (第 2,

3表 )。

2 茎枯病,斑点病に対する農薬の効果
(1)ほ 場試験

A 場所 園試場内ほ場
D 面積  1区 9″
。 品種 メリーワシントン
D 薬剤散布月日および散布方法
多

`,フ

43,多く7,764,9`,%,'`5,9'1の 8
回,動噴を用いて十分量散布した。

コ 調査方法
各区25株の全茎について経時的に発病茎数,枯死茎

数を調査した (第 4表 )。

(2)室内試験

▲ 平板培地における菌の生育調査
PS瑞 地に所定の濃度になるように各 種殺菌 剤を
混入し平板を作成した。 これに Slι中ん′t昴 あιγ夕o`‐

ι
"お よび

Pあπα α″arα′: の菌叢を 5"の コルクボー

ラーで打ち抜き移植 した。 28℃ で 8日 間培養した後,

菌議の生育状況を調査した (第 5表 )。

B 液体培地における菌の生青調査
ボテ ト煎汁液にサ

"カ
ロース 1%を 添加し,培地と

した。 これに所定の濃度となるよう各種殺菌剤を混入

し,前述のとおり5"の 菌叢を移植し,28Cで 7日 間

娠 とう培養した後菌体重を測定した (第 6表 )。

3試 験 結 果

1 発生経過
(1)茎枯病  6月 中旬に鱗片付近に灰白色の紡錘形
の小さな病班 を作 り,次第に拡大していく。第 1次伝

染による病斑数の増加は第 1, 2表のとおりで 6月 中

旬から7月 上旬に見られ,そ れ以後は新しい病班は見

られなか った。

第 1表 発病推移
(茎枯病+斑点病 )
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第 2表 茎結病発生状況

月  日
`/13 `/19

6/24 6/8 7ノ/3 アン/9 7/13

茎 数

病   斑   数
1茎 当 りの病斑数

を嚢
斑 の
奎 競 ,

5

7

■4

,2

5

,

18

135

5

10
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1,5

5

13

26
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5

14

28

41 6

5

14

28

486

5

14

28

588

病斑の拡大する速さは,10日 間に 4～ 10四で 7月 下

旬には病斑の融合や,茎 をひとまわりするものも見ら

れ,枯死する茎が 日立 ってくる。また菌糸は茎の内部
にも進展し,髄に達して病斑部が折れゃす くなる。病

斑が古くなると病斑の上に柄子殻を作る。柄胞子は雨

によって流され伝播すると思われるが, 2次感染は今

回は調査をしていない。

(2)斑点病 初発生は 5月 下旬に確認され, 6月 中

第 5表 斑点病発生状況

2 薬剤による防除試験
多発生のほ場条件で試験を開始したので各薬剤間の

差は明らかではなかったが第 4表のとおりTPNの 600

倍 と,有機銅の800倍 は枯死茎率および1茎 当りの病斑

数から見て効果があると思われた。マンゼブおよびベ

第 4表 防除 効 果
(茎枯病 +斑点病 )

旬にltか なりの発病が見られたが,発生様相lt茎粘病

にくらべ年次変化が大きい。茎の病斑数の増加は第 3

表のとおりで,連続 して増加している。 7月 下旬から

葉の発病が多くな って来て早期落葉の原因になる。茎

の病斑は 2～ 5商程度でそれ以上に拡大することはな

い。病斑の急激な増加の諮要因は不明であるが,ア ス

パラの生育期間全体を通して,常 に感染の機会はある

と思われる。

ノミルはやや劣 った。

室内試験では茎結病に対 しては各薬剤とも高い生育

阻害効果を示 した。斑点病に対 してはベノ ミルは全く

効果はなく,そ の他の薬剤 lt高 い生育阻害効果を示 し

た。
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第 5表 平板培地における生青状況

薬 剤 名 稀釈倍数 Sι
`".

TPN

マ ン ゼ ブ

キ ャノタン

有 機  銅

ベ ノ ミ ル

照対

600

mo

800

500

2.000

02翻

02

10

02

02

5`7

48

42

04

02

40

18 1

第 6表 液体培地における生育状況

4 ま

ァスメラガスに発生する茎枯病および斑点病はアス

パラガスの生育の早い時期,つ まり, 5月 下旬から6

月上旬に発生が始まる。 このため,第 1次 の感染を防

止するためには育成株にあつては, 6月 上旬から,収

穫をしている株にあっては,収穫終了し,株の育成が

始まってから直ちに防除を開始する必要がある。特に,

茎枯病 lt防除が遅れると効果がllJ待できないと思われ

た。防除薬剤は各薬剤とも効果があるが,茎枯病,斑

点病の同時防除剤として,TPNる 00倍 ,キャプタン800

倍,有機銅500倍の効果があった。しかしアスパラガス

の茎葉は薬剤の湿展性,付着性が悪いので,薬剤散布

に改良が必要と思われた。

3月 以降は他の病害も発生するので,後期防除につ

いてはさらに検討が必要である。
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1 試験方法
実験は48年 5月,8月 ■よび49年 8月 の3回行なった。交

配方法は雄花の花弁を除去して爾性質 の柱頭に軽く受粉

する慣行法 とした。交配時刻は8時30分 j10時 ,12時 ,

14時 ,16時 とし,時刻ごとあ着果率 を調査 した。ただし,

48年 8月 は,3時 30分 ,13時 ,16時 とした。 着果率は交

配後 5～ 7日 目に果実肥大の有無によって判定したo

供試品種は春作 (5月 )の 実験ではアールス・フェポ

リ"卜 (春系 3号 ),夏作 (3月 )の 実験では
ハニー

キングを用いた。栽培はビニールハウス内で地床栽培

とし,当場の慣行に準して行なった。

薬 剤名 稀釈倍数 Sι ι凛.

TPN

マ ン セ ブ

キ ャノタ ン

有 機  銅

ペ ノ ミ ル

対 照

600

500

800

500

2,∞0

1242

696

996

947

650

“

ス4

1704

852

2573

11,2

8025

8751

メ ロンの交 配 に関 す る試 験

萩 生 田 邦 雄

(山 形県園芸試験場

このように,
1 ま え 力

` 
き                 

筆を利用 した交配法については一致し

た結果を得ていないので,毛筆を利用した省力的な交

メロンの施設栽培では交配をしないとほとんど着果  配法の実用性に

したいので,人工交配を行なう必要,                
ついても検討した。

メある。交配は一

般に午 前 10時 ころまで に 終るのがよい とされて い        2 
交配時刻と着果率

る2'う 。

しかし,栽培面積が多いと10時 までに終らないこと

が多いので,交配時刻が着果におよぼす影響について

調査した。

藤下Dは ,両性花と雄花の花粉機能を調査するため,

絵の具筆で商性花を同花受粉させて果実の肥大を調査

した結果,成熱果の大きき,充実種子数,種子重に差

は認められず,花粉機能に両者の差はまったくなく,

普通栽培でも省力的で有利な交配方法であるとした。

また,マ タワウリでも同様の報告Dが ある。 しかし,

鈴木O It,メ ロンでは実用的には雄花を用いた受粉が

望ましい としている。


